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徳島県立中央病院 医療局長 広瀬 敏幸

平素より地域連携で大変お世話になっております。当院呼吸器外科について述べたい

と思います。

初代、長野貴先生が築き上げて、その後を前三好病院院長、現鳴門病院院長でありま

す住友正幸先生が引き継がれ、肺癌の手術を中心に呼吸器外科を発展させてきました。

自分が住友先生のもとで一緒に手術をさせて頂いたのは今から 年前になります。住

友先生は 代でしたがパワフルな先生で、今の働き方改革とは真反対の土日関係なく

朝から夜遅くまで働く方で、住友先生より若い自分でも、そのペースについて行くのが

精一杯でした。患者さんに対しては真摯に向き合い、説明も非常に丁寧で、また知識も

技術も優れており、とても真似できない存在でありましたが、平成 年度の人事異動

で、「自分は三好病院の院長になるから、県中の呼吸器外科は任した」との言葉を残し、

呼吸器外科を後にされました。自分としては住友先生がいなくなったらどうなるんだろ

うという気持ちと、ワークライフバランスを考えた仕事が出来るという安堵感が入り交

じった複雑な心境でした。

当院呼吸器外科は葉久院長をリーダーとした県下でも有数な呼吸器内科医とともに、

放射線治療医、臨床腫瘍科医とも協力しながら、肺癌に対する治療を行っております。

手術に関しては、 年前からロボット支援下手術を導入し、現在、呼吸器外科ロボット

支援手術有資格者 人、指導者 人在籍しています。その手術件数は約 例と四国

でもトップクラスです。今年度からは、呼吸器外科医 人となり、ますます充実した体

制で治療を行っております。また、従来の胸腔鏡下手術の中でも比較的早期の方には、

単孔式手術といって、 の一つの創だけで手術を行っており、さらなる低侵襲を

目指しております。合併症のある高齢者も多い中、術後は平均 日で退院されています。

当院は救急病院でもありますので、

気胸や膿胸などの疾患も多く、保存

的治療で軽快しない場合は手術とな

る場合も多いです。また、進行肺癌

の症例も多く、緊急の気道確保のた

めのレーザー治療、ステント治療な

ども多く行っております。

多くの肺癌治療に関わっているた

め、転院などで地域の先生方には普

段から大変お世話になっております。

これからも、県中呼吸器外科をよろ

しくお願い致します。
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徳島県認知症疾患医療センターのご案内

認知症疾患医療センターでは、認知症の鑑別診断を行う認知症専門外来と、 外来を
行っております。ご予約の際は、認知症外来専用の 受診申込書にてお願いいたします。

年 月より、認知症治療薬『レケンビ』の使用が可能となりました。

◎診療案内 予約制 認知症専門外来 水木金 午後 ・ 外来 月 午後

◎お問い合わせ 平日 ～ （土日祝・年末年始除く）
電話 つながらない場合は 中央病院代表 まで

（認知症疾患医療センター直通
 

  

 

《報告》

皆様のおかげをもちまして､

令和６年４月は、地域医療支援病院

紹介率 ９７．８％ 逆紹介率１５５．７‰でした。

による事前受診予約件数は１，１００件でした。
今後も地域医療連携推進に努めます。何卒よろしくお願い申し上げます

当院のがん相談支援センターでは、がんに関する悩み事や不安について、専門の相談員が相談

支援を行っております。

院内外問わず、地域の医療機関の皆様からのご相談もお受けしております。

お気軽にご連絡ください。

以下のようなご相談に対応しております。

・がんの治療に関する一般的な情報が知りたい

・緩和ケアについて知りたい

・アピアランスケアを受けたい・知りたい

・他のがん患者さんと話をしてみたい

・がん治療をしながら、仕事を続けていけるか不安 など

窓口：当院１階 総合案内 がん相談支援センター

ＴＥＬ： （内線： ）

がん相談支援センターのご紹介


